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[ 研究概要 ]
　主たる研究対象は細菌由来のマイクロチューブ（鞘）です（走査プローブ顕微鏡像参照）。鞘を形成する

細菌（有鞘細菌）は幾つか知られており、いずれも身近な水圏に常在して水質浄化に寄与しています。鞘は

特殊な菌体外高分子（鞘形成高分子）の自発的・自律的会合によって形作られると考えています。これまでに

Sphaerotilus属（鉄酸化細菌）、Leptothrix属（鉄・マンガン酸化細菌）、Thiothrix属（硫黄酸化細菌）の鞘を分

析し、いずれの鞘の鞘形成高分子も複合多糖ないし多糖系複合糖質であることを明らかにしてきました。

[アドバンテージ]
　Sphaerotilus属とLeptothrix属の鞘は複合糖質で多糖主鎖

（５糖の繰り返し単位から成る）にシステインとグリシンから

成るジペプチドの側鎖が施されています（チオペプチドグリ

カンと命名することを提案）。システイン残基由来のチオー

ル基は一部が架橋（会合）に用いられていますが、遊離のチ

オール基も多数残存しており、その反応性を利用した種々

の修飾が可能です。Thiothrix属の鞘の主鎖はセルロースとキ

チン・キトサンの性状を併せ持つと考えられる希少多糖（グル

コース-グルコサミン共重合体、グルコサミノグルカン）であ

り、これにペロサミンなどの希少デオキシ糖を含む側鎖が

施されています（構造式参照）。鞘の形態維持へのアミノ基

の寄与は限定的で豊富なアミノ基の反応性を利用した種々

の修飾が可能です。Sphaerotilus属の鞘については特異的な

分解酵素（多糖リアーゼ）も得ています。

[事例紹介]
　鞘はマイクロチャネルとして用いることができます。鞘を積

層すれば徐放性（形状に起因）と機能性（官能基に起因）を併

せ持つ膜が得られます。また、鞘に対して適切な分解を施せ

ば、希少な多糖（グルコサミノグルカンなど）や単糖（ペロサミ

ン、2-アミノグルクロン酸など）を得ることができます。
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